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1．はじめに

本報では，前報（その 1）で述べた PC複合

トラスはり模型の静的載荷実験における各格

点部のせん断性状に着目し，検討した。

2．破壊性状

二重管格点構造の破壊性状は，前報で述べた

ように，せん断補強筋の降伏および連結プレー

トの全降伏に至った際に生じると考えられる。

ここでは，実験時にせん断降伏した第 4,5格

点部（図－１）およびせん断ひび割れの進行が顕著であった第 3 格点部（図－2）の応力性状について述べる。各

格点部の連結プレートおよび添接板の応力履歴を図－3 に，ひび割れ状況を写真－1 にそれぞれ示す。ここで，連

結プレートおよび添接板の応力は，3軸ゲージにより測定し，降伏の判定には，von Misesの降伏条件を適用した。

(1)  第 5格点部：連結プレートの応力は，荷重の増加とともに増大し，プレート幅の狭い箇所から順次，降伏応

力に達している。また，せん断補強筋の応力も同様に荷重の増加とともに増大し，せん断補強筋は，概ね降伏

している。

(2)  第 4格点部：連結プレートの応力は，荷重の増加とともに増大するが，第 5格点部の連結プレートが全降伏

（図中の●印）した後，連結プレートの応力が急激に増加している。これは，第 5格点部が降伏ヒンジとなり，

第 4格点部に力が伝達されたため，第 4格点部のプレート応力が増加したと推測できる。

(3)  第 3格点部：添接板の応力は，載荷期間中，降伏応力に達しなかった。また，せん断補強筋も一部降伏して
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   図－1  二重管格点構造         図－2 二面ガセット格点構造
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         (a) 第 5格点部       (b) 第 4格点部     (c) 第 3格点部

図－3 連結プレートおよび添接板の応力履歴
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いるものの，その他は，降伏応力に対して余裕があった。このことから，第 3格点部（二面ガセット格点構造）

は，第 5，第 4格点部がせん断破壊した後，最終破壊状況である下床版の曲げ圧壊に至るまで十分な耐荷力を

保持していたと推測できる。

3．作用せん断力

格点部に作用するせん断力は，トラス材軸力の鉛直成分と上下床版に作用するせん断力の総和と考えられる。し

かし，作用するせん断力は，直接計測できないため以下の方法により推定した。

(1) トラス材から伝達されるせん断力：トラス材ひずみを積分することによりトラス材軸力を算定し，その鉛直

成分をトラス材から格点部に作用するせん断力とした。

(2) 上下床版から伝達されるせん断力：上下床版の主鉄筋のひずみ分布から平面保持を仮定し，各断面のモーメ

ントを算定し，隣合う断面間でのモーメント勾配より上下床版のせん断力を推定した。

図－4に格点部周辺の作用せん断力の模式図を，表－1に最大荷重時の作用断面力の一覧をそれぞれ示す。なお，

図表中のθはトラス材の水平軸からの角度(71.7°)を示す。表から明らかなように，算出したせん断力は，格点部

左右の値がほぼ等しくなっており，作用せん断力が適切に表現されていると考えられる。

4．格点部のせん断耐力

二重管格点部のせん断耐力は，コンクリート，せん断補強

筋および連結プレートの負担分の総和として考えることが

できる 1)。そこで，コンクリートのアーチ作用 Vcとせん断

補強筋のトラス機構 Vsおよび連結プレートのせん断降伏耐

力 Vpを算定し，総和すると，上述した作用せん断力に概ね

適合した。

5．おわりに

今後，FEM解析等で格点部の

応力性状を検証するとともに，

格点部のせん断耐力を精度良く

算定する手法についても検討す

る予定である。
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写真－1 格点部のひび割れ状況
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図－4 格点部まわりの作用断面力

表－1 格点部まわりの作用力   単位(kN)

格点部 トラス材
軸力

Nsinθ 床版の
せん断力

格点部
せん断力 平均

N4 4390 4170 Q4 -1340 S4 2830
第 5格点部 N5 2710 2570 Q5 300 S5 2870 2850

N3 4020 3820 Q3 -510 S3 3310
第 4格点部 N4 4390 4170 Q4 -740 S4 3430 3370
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